
 
 
「初めてのペットを家族に迎えたいけれど、どんな犬種が飼いやすいのかわからない…」そんな
悩みをお持ちの方へ、この記事が役立つことでしょう。 
 
10年のペットショップ経験を活かし、初心者や家族向け、さらにはマンションやアパートでの飼育
に適した犬種をわかりやすく解説します。 
 
読み終えるころには、あなたに合う犬種が見つかるようになるでしょう。 
 
■本記事で得られる情報 
1.　初心者でも飼いやすい犬種とその選び方 
2.　家族全員が幸せになれる家族向けの犬種 
3.　環境に合わせた犬種の選定方法 
 
これを読むことで、あなたとあなたの家族が新しい家族を迎える際の不安が解消され、楽しい

ペットライフを送るための第一歩を踏み出せるでしょう。 
最適な犬種を見つけ、充実したペットライフを始めましょう。 
 
 



「飼いやすい犬」とはどういうこと？ 

 

飼いやすい犬の一般的な特徴 
 
 「飼いやすい犬」とは、一般的に性格が温厚で人になつきやすく、しつけが容易な犬種を指しま
す。これらの犬は家庭内でのストレスを少なくし、飼い主との関係をスムーズに築くことができま

す。 
 
また、健康問題が比較的少なく、日常のケアが容易である点も飼いやすさを表す重要な特徴で

す。 
 
動物の行動学研究によると、性格が温和で学習能力が高い犬は、新しい環境や指示に対する適

応力が高いことが示されています。 
 
例えばアメリカの獣医学会(American Veterinary Society)が出したデータによると、ラブラドール
レトリバーやゴールデンレトリバーなどの犬種は、飼い主からの指示を理解することが得意です。

さらに、社会的な状況に強い適応力を持っています。 
 
また、しつけがしやすいため初めて犬を飼う家庭でも扱いやすいと評価されています。 
この犬種は、アメリカの家庭で最も好まれている犬種の一つで、その飼いやすさが愛される大き

な理由です。 
 

 家族や初心者におすすめの犬種 
初心者や家族向けにおすすめの犬種には、その性格の温和さや、子供たちとの良好な関係が

挙げられます。 
 



ラブラドールレトリバー、ゴールデンレトリバー、ビション・フリーゼなどが、これらの条件を満たす

犬種です。 
これらの犬種は、一般的に忍耐強くて予測可能な行動をとるため、初心者の飼い主にとっても学

習しやすい特性を持っています。 
 
これらの犬種は高い社会性を持ち、人間とのコミュニケーション能力が高いため、家庭内での問

題行動が少ないと報告されています。特に子供がいる家庭では、子供と犬の相互作用があり、

穏やかで遊び好きな性格から、家庭内でのストレスを軽減し、楽しい時間を提供してくれます。子

供たちの社会性や責任感を育てるのに貢献してくれるとの声も多く聞かれます。 
 

マンションやアパートでの飼育に適した犬種 
マンションやアパートなど、限られた空間での飼育に適した犬種としては、小型で静か、そして運

動要求が低い犬種が理想的です。 
チワワ、シーズー、ダックスフンドなどがこの条件に合います。これらの犬種は、狭い空間でもスト

レスを感じにくく、日常の運動も家の中で容易にこなすことができます。 
 
統計によると、これらの小型犬種は、運動の頻度や強度が低くても健康を維持しやすく、また鳴

き声が少ないため、集合住宅での騒音問題を抑えることができます。 
特にシーズーはその小さな体と大人しい性格で、マンション生活に最適な犬種として広く認知さ

れています。シーズーの飼い主からは、小さな住空間でも犬と快適に共生できるという意見が多

数寄せられています。 
 

飼いやすい犬を選ぶ時のポイント 

 



サイズと性格 
飼いやすい犬を選ぶ最初のステップは、犬のサイズと性格を考慮することです。 
小型犬はスペースが限られている家庭に適しており、大型犬は広いスペースを必要とし、運動量

も多くなります。 
性格に関しては、一般的に温和でおとなしい性格の犬種が初心者に適しています。 
 
例えば、パグやチワワなどの小型犬は、その小さな体と適度な運動量で都市部のアパートに最

適です。これに対して、ゴールデンレトリバーやラブラドールレトリバーなどの大型犬は、運動をた

くさん必要とするため、広い屋外スペースがある家庭に最適です。 
 

お手入れの手間 
犬種によっては毎日のブラッシングや定期的なトリミングが必要です。特に長毛種はケアが大変

で、定期的な手入れが必要になります。 
 
例えば、シベリアンハスキーやシーズーなどの長毛種は、毛玉ができやすく、皮膚病のリスクも

高まるため、頻繁なケアが必要です。 
これに対して、ラブラドールのような短毛種の犬は日常的なブラッシングで十分な場合が多く、お

手入れの手間が少ないです。 
 

必要な運動量 
犬種によって必要な運動量は大きく異なります。活発な犬種は多くの運動を必要とし、運動不足

は行動問題の原因になります。 
 
ボーダーコリーなどの活動的な犬種は、毎日の長時間の運動が必要です。 
毎日1時間以上の運動は、犬の健康を保つだけでなく、精神的な満足感を与え、行動問題を予
防するのに役立っています。 
 

吠える頻度と声の大きさ 
犬の吠える頻度や声の大きさも、飼いやすさを判断する重要な要素です。 
特に集合住宅では、静かな犬種が好まれます。 
 
例えば、ビーグルやシェットランドシープドッグは声が大きく、警戒心が強いため、頻繁に吠える

傾向があります。 
これに対して、ブルドッグは比較的静かで、吠えることが少ないため、アパートや近隣に迷惑をか

けにくいです。集合住宅やマンションに住む場合では、静かな性格の犬種を選択肢に入れること

で、騒音問題を避けることができます。 
 

しつけのしやすさ 
しつけのしやすさも、犬を選ぶ際の重要なポイントです。 
一般的に知的で学習意欲の高い犬種はしつけが容易です。 



 
ポメラニアンやプードルなどの犬種は、その高い知能と学習意欲のためにしつけがしやすいとさ

れています。 
これらの犬種は素早く学び、飼い主の指示に従うことができます。 
基本的な命令（座れ、待て、よしなど）を数日のトレーニングで覚えることができ、そのしつけのし

やすさから初心者の飼い主でも飼いやすい犬種です。 
 
 

飼いやすい犬種のメリットとデメリット 

 

飼育のメリット 
飼いやすい犬種を選ぶ最大のメリットは、その扱いやすさです。 
これらの犬種は通常、性格が穏やかで、家庭での生活にすぐに適応する能力を持っています。 
また訓練や日常のケアが比較的簡単であるため、飼い主にとっては大きなストレスが少ないとい

う利点があります。 
 
犬の飼育に関する研究によれば、飼いやすい犬種は、低いストレスレベルと良好な健康状態を

維持しやすい傾向にあります。このことは、飼い主と犬双方の生活の質の向上に寄与します。 
たとえば、ラブラドールレトリバーやゴールデンレトリバーは社交的です。温和な性格は、子供や

訪問客に対して非常に友好的であるため人との強い絆を築きやすいとされています。 
 
ラブラドールレトリバーは訓練がしやすいため、基本的なコマンドを短期間で学ぶことができ、日

常生活でのトラブルが少ないと報告されています。 
 



相性と生活環境の課題 
一方で、犬種によっては、その性格やサイズが特定の家庭環境には合わない場合があります。

例えば、活動的な大型犬は、小さなアパートや運動の機会が限られる環境ではストレスを感じや

すいです。 
 
犬の適応能力に関する研究から、犬種によっては特定の環境下で行動問題を示すことが分かっ

ています。例えば、ボーダーコリーなどの牧羊犬は高いエネルギーと運動ニーズを持っているた

め、都市部の狭い居住空間では適切な運動量の確保が難しい場合があります。 
 

特定の犬種のケアの難易度 
さらに、特定の犬種は特別なケアが必要な場合があります。これには、高頻度のグルーミングや

特定の健康問題への対策が含まれることがあります。 
 
特に長毛種の犬や皮膚の敏感な犬種は、定期的なグルーミングや特別な食事が必要です。これ

らの犬種は、ケアが不十分だと皮膚病やその他の健康問題を引き起こすリスクが高まりまるた

め、愛犬の健康と幸福を保つためには欠かせない作業です。 
 
このように、飼いやすい犬種を選ぶ際には、そのメリットを享受する一方で、犬種特有の課題や

必要なケアにも注意を払う必要があります。 
適切な犬種の選択は、飼い主と犬双方にとって幸福な共生への第一歩となります。 
 
 

飼い主の声と犬種別評価 

 



実際の飼い主からの口コミ 
多くの飼い主が共有する経験は、特定の犬種の飼いやすさについての貴重な情報源です。例え

ば、ゴールデンレトリバーの飼い主たちは、この犬種の友好的な性格と訓練のしやすさを高く評

価しています。 
家庭において子供たちの良い遊び相手となり、その温和な気質が高齢者や他のペットともうまく

調和することが多いです。 
 
アメリカンケンネルクラブ（AKC）などの統計によると、ゴールデンレトリバーは連続してアメリカで
最も人気のある犬種の一つであり、その主な理由は、その扱いやすさと人間との強い結びつきで

す。 
これらの特性は、初心者の飼い主にとって特に魅力的であり、新しい家庭環境への適応が容易

です。 
 

飼いやすい犬の選び方 

 

初心者向け犬種の選定基準 
飼いやすい犬種を選ぶ際、初心者は特に犬の性格、健康状態、および管理のしやすさを考慮す

る必要があります。 
初心者向け犬種として最も推奨されるのは、温厚で社交的、かつ訓練が容易な犬種です。 
 
理由や根拠 
世界中の動物行動学者によると、温厚で学習意欲が高い犬種は新しい環境や家族に速やかに

適応し、訓練も簡単に進めることができます。 



家族に合った犬種の選び方 
家族構成や生活環境に合わせて犬種を選ぶことは、長期的な幸せと安定性に不可欠です。子供

のいる家庭では、子供と良好な関係を築ける犬種が最適です。 
 
子供との相性が良い犬種は通常、社交的で耐性があり、穏やかな性格を持っています。これに

より、家庭内での事故や不測の事態を減らすことができます。 
ビーグルやコッカースパニエルは、そのような性質を持つ犬種の例です。 
 

環境に適した犬種の選定方法 
飼育環境に合った犬種を選ぶことは、犬と飼い主の生活の質を高めるために重要です。狭いス

ペースや特定の気候条件に適した犬種を選ぶことが鍵となります。 
 
例えば、マンションやアパートに適した小型犬種は、限られたスペース内でもストレスを感じにく

く、また騒音の少なさも重要な要素です。チワワやヨークシャーテリアはそのような環境に適した

犬種の例です。 
 
神奈川県のアパートに住む鈴木家は、狭い居住空間でも問題なく適応するヨークシャーテリアを

飼っています。この犬種はその小さな体格と静かな性質のため、アパートでの生活に適してお

り、隣人からの苦情もありません。 
これらを参考に、自分のライフスタイルや住環境に合った犬種を選ぶことが、飼い主と犬双方に

とっての幸せな生活への第一歩となります。 
 
 

飼いやすい犬種の注意点 

 



飼育時の一般的なリスク 
飼いやすい犬種であっても、飼育にはいくつかのリスクが伴います。これには、行動問題、逃走リ

スク、また突然の健康問題が含まれます。 
適切な予防策と知識がなければ、これらのリスクが現実のものとなることがあります。 
 
国際ペット安全協会によるデータによると、犬の行動問題はしばしば適切な訓練や環境の提供

が不足している場合に発生します。 
さらに、犬が適切な運動を得られない場合に攻撃性や不安といった問題が生じることがありま

す。 
 
群馬県に住む田中家では、庭がないために犬を長時間家の中に とどめておくことが多く、その結
果、犬がストレスによる破壊行動を見せ始めました。犬に十分な運動を提供するために、毎日の

散歩に加え、近くの公園で定期的に運動させるようになりました。 
 

特定の犬種の健康問題と対策 
特定の犬種は遺伝的な健康問題を持っていることがあり、これには心臓病、関節症、呼吸器問

題などが含まれます。これらの健康問題を管理するには、定期的な獣医師の診察と特定のケア

が必要です。 
 
たとえば、ブルドッグやパグなどの短頭種は呼吸器問題を抱えやすいとされています。これらの

問題は遺伝的特性によるもので、適切な医療ケアを通じてのみ管理することができます。 
 
東京に住む佐々木家はパグを飼っていますが、夏の暑い時期には特に呼吸が苦しくなるため、

エアコンの効いた部屋で過ごさせるなど特別な配慮をしています。 
 
また、定期的な獣医の検査を通じて健康状態を常にチェックしています。 
これらの例からもわかるように飼いやすい犬種を選ぶ際には、犬種特有のリスクと健康問題を理

解し、適切な対策を講じることが非常に重要です。 
これにより、犬と飼い主双方が快適で幸せな生活を送ることができるようになります。 
 
 



犬種別の特徴とおすすめの対応方法 

 

各犬種の性格と特性 
犬種によって性格や特性は大きく異なり、それぞれの犬種には独自の魅力があります。 
たとえば、シェットランド・シープドッグは非常に賢く活動的で、多くの運動を必要とします。 
一方、バセット・ハウンドは落ち着いていており、比較的運動の必要性が少ないです。落ち着いた

のんびりとした生活スタイルの家族に合っており、穏やかな散歩だけで十分です。 
 

日常のお手入れと病気予防 
日常のお手入れは犬の健康を維持する上で非常に重要です。 
例えば、長毛種の犬は定期的なグルーミングが必要であり、皮膚病を防ぐためにもこまめな手入

れが求められます。 
短毛種であっても、定期的な爪切りや耳掃除は健康を保つために不可欠です。 
 
獣医学的研究によると、適切なグルーミングと衛生管理は、皮膚病や耳の感染症など、多くの健

康問題のリスクを低減させることが確認されています。 
特に長毛種の犬は、毛玉ができると皮膚の問題を起こしやすいため、定期的なブラッシングが推

奨されます。 
 
神戸でコリーを飼っている山本家では、週に数回のブラッシングと月に一度のプロのグルーミン

グを行っています。 
これにより、愛犬は皮膚病を一度も経験することなく、健康な状態を維持しています。また、定期

的な健康診断を受けることで、早期に病気を発見し対処することができています。 
これらのガイドラインに従うことで、どの犬種も健康で快適な生活を送ることが可能です。飼い主

が犬種の特性を理解し、適切なケアを提供することが、愛犬との良好な関係を築く鍵となります。 
 
 



おすすめのペット関連商品とサービス 

 

飼いやすい犬に適したフードとアクセサリー 
 飼いやすい犬種であっても、適切なフードとアクセサリーの選択はその健康と幸福に大きく寄与
します。 
犬種によって必要とされる栄養バランスやアクセサリーの種類は異なるため、それぞれのニーズ

に合わせた商品を選ぶことが重要です。 
 
 例えば、大型犬種は関節を守るために特定の栄養素を多く含んだフードが推奨されます。獣医
師やペット栄養の専門家は、大型犬にはグルコサミンやコンドロイチンを豊富に含むフードを推

奨しています。これは、愛犬の健康な骨と関節の維持に役立ちます。 
 

 初心者向けの犬のトレーニングサービス 
 初心者が犬を飼う際には、適切なトレーニングが不可欠です。初心者向けのトレーニングサービ
スは、基本的なしつけから問題行動の修正まで、幅広いサポートを提供し、飼い主と犬との関係

構築を助けます。 
 
  犬のトレーニング学校やプロのトレーナーは、犬と飼い主がお互いを理解し、コミュニケーション
を取る方法を教えることで、犬の行動問題を予防または修正するのに役立ちます。適切なトレー

ニングは、犬が社会的に適応し、家庭内での問題を引き起こすリスクを減らすことにもつながりま

す。 
 
これらの商品とサービスを適切に利用することで、犬の健康を維持し、飼い主と犬との関係を向

上させることができます。特に初心者の飼い主にとって成功の鍵となるでしょう。 
 
 



まとめ 

 
 
飼いやすい犬種を選ぶことで、初心者や家族でも安心して犬との生活を楽しめる。 
犬種ごとの特徴や飼育環境を考慮し、自分に合った犬を迎えよう。 
飼いやすい犬種選びのポイント 
 
1. 性格とサイズ – 穏やかで適度なサイズの犬が初心者向け 
2.お手入れの手間 – 抜け毛が少なくケアが簡単な犬種を選ぶ 
3.運動量と活動性 – 散歩の頻度や運動量が自分に合う犬種を選ぶ 
4.しつけのしやすさ – 賢くて指示を理解しやすい犬種が理想 
5.環境への適応 – マンションや家族構成に合った犬種を選ぶ 
 
適切な犬種を選び、楽しいペットライフを送りましょう。 
大型犬が気になる方は、【大型犬の人気ランキング10選】もぜひチェックしてください！ 
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